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『
讃
岐
典
侍
日
記
』
│
「
託
宣
」
す
る
女
房
│
太
田
た
ま
き
一
は
じ
め
に
『
讃
岐
典
侍
日
記
』（
以
下
『
日
記
』）
の
作
者
藤
原
長
子
は
、
堀
河
・
鳥
羽
両
天
皇
に
仕
え
た
典
侍
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
経
歴
に
比
し
て
残
さ
れ
た
記
録
の
少
な
い
女
性
で
あ
る
。『
日
記
』
の
日
次
記
事
は
天
仁
元
年
十
二
月
三
十
日
の
記
事
を
以
て
一
応
の
完
結
を
迎
え
る
が
、
そ
れ
か
ら
十
年
後
、
源
師
時
の
『
長
秋
記
』
に
書
か
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
託
宣
事
件
」（
後
述
）
の
記
事
ま
で
、
長
子
の
動
向
は
一
切
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
。「
典
侍
」
と
い
う
公
職
に
就
い
て
い
た
女
性
に
と
っ
て
こ
れ
が
通
常
の
こ
と
か
否
か
は
歴
代
の
事
例
を
検
証
し
な
い
限
り
軽
々
に
は
断
言
で
き
な
い
が
、
空
白
の
十
年
間
を
経
て
再
び
記
録
の
中
に
現
れ
た
長
子
は
、「
故
堀
河
天
皇
の
霊
が
乗
り
移
っ
た
」
と
し
て
お
告
げ
を
繰
り
返
す
と
い
う
、
な
ん
と
も
奇
怪
な
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
。
平
安
時
代
の
人
々
の
「
夢
」
や
「
お
告
げ
」
に
対
す
る
認
識
、
そ
し
て
現
実
と
の
互
換
性
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
現
代
の
我
々
と
著
し
く
異
な
る
。
師
輔
の
吉
夢
が
小
賢
し
い
「
女
房
」
の
ひ
と
言
で
台
無
し
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
『
大
鏡
』
に
伝
わ
る
有
名
な
逸
話
で
あ
り(1)
、『
江
談
抄
』
に
は
伴
善
男
の
「
女
房
」
に
よ
る
同
様
の
話
が
語
ら
れ
て
い
る(2)
。
両
者
の
「
女
房
」
に
は
定
義
上
の
相
違
が
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
「
夢
解
き
の
女
」
が
登
場
す
る(3)
。『
源
氏
物
語(4)
』
や
前
述
の
伴
善
男
の
段
に
出
て
く
る
「
相
人
」
は
男
性
と
推
定
さ
れ
る
が
、
前
掲
の
よ
う
に
「
夢
」
に
関
連
し
た
逸
話
に
は
多
く
の
女
性
が
登
場
す
る
。「
夢
」
を
解
く
こ
と
が
女
性
の
専
売
特
許
で
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
ま
で
も
、「
夢
」
や
「
お
告
げ
」
と
い
っ
た
精
神
世
界
に
属
す
る
こ
と
に
、
女
性
が
多
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、『
讃
岐
典
侍
日
記
』
の
作
者
藤
原
長
子
に
言
及
し
た
最
後
の
記
録
で
あ
る
『
長
秋
記
』
の
記
事
を
中
心
に
、
な
ぜ
荒
唐
無
稽
と
も
思
え
る
彼
女
の
発
言
に
白
河
院
は
反
応
し
、
当
事
者
で
あ
る
は
ず
の
鳥
羽
天
皇
は
「
長
子
を
退
出
さ
せ
る
と
い
う
院
の
裁
定
を
受
け
入
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
周
囲
に
思
わ
れ
た
の
か
。「
託
宣
す
る
女
房
」
と
そ
れ
に
対
す
る
周
囲
の
反
応
、
天
皇
や
院
と
い
っ
た
「
至
尊
」
た
ち
が
一
介
の
女
房
の
発
言
を
容
易
に
受
け
入
れ
る
土
壌
な
ど
に
つ
い
て
、
長
子
と
、
そ
の
姉
兼
子
の
関
係
し
た
事
件
と
の
関
連
性
か
ら
考
察
を
加
え
る
。二
「
ハ
レ
」
と
「
ケ
」
を
担
う
女
房
長
子
、
そ
し
て
そ
の
姉
兼
子
は
、
内
侍
司
の
二
等
官
で
あ
る
「
典
侍
」
と
し
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て
堀
河
天
皇
に
仕
え
て
い
た
。
後
宮
に
は
当
初
、
内
侍
司
・
蔵
司
・
書
司
・
薬
司
・
兵
司
・
闈
司
・
殿
司
・
掃
司
・
水
司
・
膳
司
・
酒
司
・
縫
司
の
計
十
二
司
が
存
在
し
た
も
の
の
、
平
安
中
期
に
は
ほ
と
ん
ど
の
機
能
が
内
侍
司
に
集
約
さ
れ
た
。
内
侍
司
は
尚
侍
・
典
侍
・
掌
侍
か
ら
成
り
、
そ
の
主
な
職
掌
は
「
常
侍
・
奏
請
・
宣
伝
」
と
あ
る
。
実
際
は
活
躍
の
場
は
多
岐
に
渡
り
、
天
皇
に
親
し
く
仕
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
神
事
や
宮
廷
行
事
に
も
奉
仕
し
た
。
ま
た
、
天
皇
の
名
代
と
し
て
各
所
に
出
向
く
こ
と
も
多
く
、
そ
の
様
子
は
華
や
か
で
目
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
清
少
納
言
が
「
女
は
内
侍
の
す
け
、
内
侍
」
と
い
う
ほ
ど
、
女
房
階
級
の
女
性
に
と
っ
て
は
憧
れ
の
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
内
侍
所
、
現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
賢
所
は
、
三
種
の
神
器
の
な
か
で
も
八
咫
鏡
を
擁
す
場
所
で
あ
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
を
祀
る
た
め
か
、
そ
こ
に
奉
仕
す
る
の
は
女
官
に
限
ら
れ
、
彼
女
た
ち
は
天
皇
在
位
の
象
徴
と
い
わ
れ
る
三
種
の
神
器
の
う
ち
、
残
り
の
二
つ
（
神
璽
・
宝
剣
）
の
守
護
も
任
さ
れ
て
い
た
。
神
璽
・
宝
剣
は
天
皇
の
寝
所
で
あ
る
夜
御
殿
に
安
置
さ
れ
、
天
皇
の
行
幸
に
は
常
に
帯
同
さ
れ
る
。
そ
の
取
り
出
し
や
守
護
を
担
当
す
る
の
も
内
侍
司
の
女
官
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
前
述
の
よ
う
に
天
皇
の
即
位
や
新
嘗
祭
な
ど
年
中
行
事
や
神
事
に
も
奉
仕
す
る
こ
と
か
ら
、「
宮
中
女
官
」
と
い
え
ば
内
侍
司
の
女
官
が
浮
か
ぶ
と
い
う
図
式
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
す
る
と
、
内
侍
司
の
女
官
た
ち
は
神
事
を
掌
る
と
い
う
点
で
宮
中
で
は
も
っ
と
も
神
聖
な
存
在
と
い
え
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
儀
式
以
外
の
日
常
生
活
を
見
て
み
る
と
、
天
皇
付
き
と
は
い
う
も
の
の
一
般
貴
族
に
仕
え
る
「
女
房
」
と
同
様
の
雑
務
を
こ
な
し
て
い
る
。『
日
記
』
描
か
れ
た
病
床
の
堀
河
天
皇
の
看
護
に
あ
た
る
典
侍
た
ち
の
姿
か
ら
は
、
彼
女
た
ち
が
献
身
的
に
奉
仕
す
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
職
に
近
い
と
い
う
点
で
は
「
ハ
レ
」
の
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
天
皇
の
最
も
「
ケ
」
の
部
分
に
仕
え
る
彼
女
た
ち
の
在
り
方
は
大
変
興
味
深
い
。
天
皇
の
日
常
そ
の
も
の
が
「
ハ
レ
」
で
あ
る
と
す
る
、
ま
た
は
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
の
直
系
で
あ
る
天
皇
に
仕
え
る
こ
と
自
体
が
神
事
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
根
底
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
神
聖
で
あ
り
な
が
ら
卑
近
な
存
在
と
い
う
二
重
の
在
り
方
が
、天
皇
に
対
す
る
彼
女
た
ち
の
影
響
力
、
発
言
力
を
大
き
く
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
天
皇
の
乳
母
は
基
本
的
に
内
侍
司
に
属
し
、三
位
典
侍
と
な
る
。
乳
母
の
最
終
到
達
職
位
が
長
官
の「
尚
侍
」
で
は
な
く
次
官
の
「
典
侍
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
考
察
が
必
要
と
な
る
が
、
后
妃
な
ど
を
除
き
、
い
わ
ゆ
る
「
女
房
」
階
級
の
女
性
が
望
み
う
る
最
高
位
で
あ
る
天
皇
の
乳
母
が
内
侍
司
の
二
等
官
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
し
て
、
内
侍
司
女
官
た
ち
が
持
つ
権
限
の
大
き
さ
は
想
像
に
難
く
な
い
。「
ハ
レ
」
と
「
ケ
」
を
往
復
す
る
彼
女
た
ち
は
天
皇
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
要
素
を
多
く
持
ち
、
宮
中
で
の
発
言
権
を
増
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
発
言
力
の
強
さ
に
起
因
す
る
か
の
よ
う
な
出
来
事
が
、『
日
記
』
関
連
の
資
料
に
は
散
見
さ
れ
る
。
以
下
、
長
子
自
身
と
そ
の
姉
「
藤
三
位
」
兼
子
の
事
例
を
も
と
に
、
彼
女
た
ち
の
発
言
が
巻
き
起
こ
し
た
事
例
を
報
告
す
る
。
三
讃
岐
典
侍
託
宣
事
件
両
者
の
う
ち
、
妹
で
あ
る
長
子
の
事
例
か
ら
見
て
い
こ
う
。
女
流
日
記
文
学
と
い
う
括
り
の
中
に
あ
っ
て
、『
讃
岐
典
侍
日
記
』
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
を
持
つ
。
ま
ず
、
長
子
が
「
天
皇
付
き
女
房
」
で
あ
り
、
同
作
品
が
当
時
実
質
的
に
内
侍
司
最
高
位
で
あ
っ
た
「
典
侍(5)
」
に
よ
る
現
存
最
古
の
日
記
で
あ
る
点
だ
。
し
か
も
長
子
は
天
皇
と
男
女
の
関
係
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
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の
よ
う
な
立
場
の
女
性
が
天
皇
の
日
常
を
綴
る
と
い
う
の
も
特
異
な
事
例
で
あ
る
。
内
容
面
で
は
、
天
皇
の
「
死
」
を
扱
っ
た
作
品
で
あ
り
、
闘
病
、
臨
終
、
死
後
硬
直
の
様
子
ま
で
が
詳
細
に
語
ら
れ
、
し
か
も
堀
河
天
皇
の
死
後
、
長
子
は
次
代
の
鳥
羽
天
皇
に
も
出
仕
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
二
代
の
天
皇
の
宮
廷
内
部
が
作
品
の
舞
台
と
な
り
、
は
か
ら
ず
し
も
両
天
皇
の
日
常
生
活
が
比
較
で
き
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
じ
「
典
侍
」
と
し
て
の
出
仕
で
も
、
成
人
の
堀
河
天
皇
と
当
時
五
歳
の
鳥
羽
天
皇
と
で
は
長
子
と
の
関
係
性
が
大
き
く
異
な
り
、
職
掌
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る(6)
。
そ
し
て
、
今
回
注
目
す
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
異
点
は
、
長
子
は
当
時
の
一
般
の
人
々
と
同
様
、「
物
の
怪
」
な
ど
の
存
在
は
疑
う
こ
と
な
く
受
け
入
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず(7)
、
当
時
の
女
流
文
学
に
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
「
夢
」
を
作
中
に
持
ち
込
ま
ず
、
し
ば
し
ば
「
夢
」
を
見
な
い
女
で
あ
っ
た
と
も
評
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
長
子
が
、『
日
記
』
最
終
記
事
か
ら
約
十
年
後
の
元
永
二
年
八
月
二
十
三
日
の
『
長
秋
記
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
突
如
「
堀
河
天
皇
の
御
霊
が
乗
り
移
っ
た
」
と
す
る
騒
動
を
何
度
か
起
こ
し
、
つ
い
に
は
白
河
院
に
宮
中
か
ら
の
退
出
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
内
容
の
異
様
さ
か
ら
、
当
該
記
事
に
つ
い
て
は
長
子
の
精
神
的
な
問
題
か
ら
何
か
し
ら
の
意
図
を
も
っ
た
自
作
自
演
の
演
技
と
捉
え
る
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
証
が
加
え
ら
れ
て
き
た(8)
。
本
稿
で
は
託
宣
の
真
意
は
と
も
か
く
、
そ
れ
に
対
す
る
周
囲
の
反
応
を
中
心
に
見
て
い
く
。以
下
が
『
長
秋
記
』
に
残
さ
れ
た
事
の
顛
末
で
あ
る
。
伊
與
守
語
云
、
候
内
裏
故
讃
岐
前
司
顕
綱
姫
、
字
讃
岐
前
典
侍
、
此
間
稱
先
朝
御
靈
堀
川
院
、
奏
□
々
雑
事
、
已
及
大
事
、
仍
召
彼
先
和
泉
前
司
道
経
、
邪
気
間
暫
不
可
令
参
内
之
由
、
被
召
仰
云
々
、
是
上
皇
御
気
色
也
、
向
僧
正
所
談
此
事
次
被
示
云
、
讃
岐
典
侍
自
去
年
秋
、
時
々
稱
前
朝
御
霊
□
之
由
、
吾
為
奉
守
護
當
今
、
常
在
内
裏
、
而
此
間
在
中
宮
御
方
、
是
暫
之
懐
妊
也
者
、
其
後
有
御
懐
妊
事
、
又
此
春
比
之
於
御
懐
妊
事
、
已
入
申
障
碍
、
於
今
者
可
皇
子
降
誕
之
由
、
参
内
侍
所
朝
暮
所
祈
請
也
、
其
事
已
可
叶
、
禁
中
人
々
可
感
悦
者
、
其
後
果
然
、
如
此
事
雖
不
可
信
、
今
日
其
實
、
仍
奉
始
自
主
上
信
仰
間
、
去
比
又
稱
云
、
吾
先
朝
靈
也
、
度
々
託
此
人
令
奏
旨
有
實
、
○
度
々
底
本
作
廣
々
、
据
桑
本
藤
本
、
依
裏
此
女
房
所
令
申
也
、
於
此
賞
者
随
女
房
申
請
可
被
行
也
、
不
然
者
結
怨
心
可
成
惡
事
者
、
甚
所
望
何
者
、
以
兄
道
経
可
被
任
近
江
守
、
吾
又
焼
亡
後
無
居
所
、
後
院
領
内
造
宅
可
賜
者
、
此
事
依
有
私
聞
歟
、
不
信
仍
彌
給
□
云
此
事
無
裁
許
其
二
位
│
鳥
也
○
不
信
以
下
恐
誤
脱
、
爲
惡
靈
可
執
殺
子
孫
也
者
、
此
由
以
書
状
示
二
位
、
令
披
覧
上
皇
云
々
、
主
上
信
此
女
房
、
申
下
常
閑
談
給
、
若
依
院
宣
彼
女
房
退
出
者
、
主
上
定
不
請
歟
、
就
中
以
件
人
被
仰
吾
共
可
饗
應
、
若
依
中
宮
御
事
不
可
令
参
彼
人
者
、
吾
中
宮
方
不
可
向
者
、
此
事
極
有
故
、
雖
度
々
仰
、
不
出
口
外
、
雖
然
以
件
女
房
被
仰
関
白
了
、
又
中
宮
御
方
此
事
風
聞
云
々
、
但
於
余
人
莫
言
々
々
。
（
9
）
伊
與
守
が
『
長
秋
記
』
の
著
者
源
師
時
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
長
子
が
「
先
朝
御
霊
」
と
称
し
て
雑
事
を
鳥
羽
天
皇
に
奏
上
す
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
白
河
院
の
意
向
で
長
子
の
兄
和
泉
前
司
藤
原
道
経
が
呼
び
出
さ
れ
、「
邪
気
」
の
あ
る
間
は
暫
く
参
内
し
な
い
よ
う
に
と
の
命
が
下
っ
た
。
ま
た
僧
正
の
話
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
去
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
で
、
長
子
は
中
宮
の
懐
妊
に
ま
で
言
及
し
、
そ
の
後
に
実
際
に
懐
妊
の
事
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
－ 59 －
の
春
に
は
皇
子
誕
生
を
予
言
し
、
そ
れ
が
実
現
し
た
と
こ
ろ
ま
で
は
よ
か
っ
た
の
だ
か
、
そ
の
あ
と
長
子
自
身
や
兄
の
利
害
に
つ
な
が
る
発
言
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
中
宮
の
母
で
あ
る
「
二
位
」
の
子
孫
を
殺
す
と
言
い
出
し
た
と
い
う
。
事
の
真
偽
は
さ
て
お
き
、
注
目
す
べ
き
は
周
囲
の
人
々
の
対
応
で
あ
る
。
こ
の
異
様
な
発
言
を
聞
い
た
人
々
は
、
と
く
に
長
子
自
身
や
兄
に
関
す
る
要
求
に
接
す
る
と
「
此
事
依
有
私
聞
歟
」
と
い
う
反
応
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
当
然
の
反
応
で
あ
ろ
う
が
、
鳥
羽
天
皇
の
祖
父
白
河
院
側
は
長
子
の
言
動
を
看
過
せ
ず
、
兄
道
経
を
呼
び
出
し
、「
参
内
停
止
」
を
言
い
渡
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
「
二
位
」
と
は
、『
日
記
』
で
は
堀
河
天
皇
の
乳
母
「
弁
三
位
」
と
し
て
登
場
す
る
、
藤
原
公
実
室
藤
原
光
子
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
鳥
羽
天
皇
御
所
は
彼
女
の
一
族
に
固
め
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
亡
き
夫
は
鳥
羽
天
皇
の
母
方
の
伯
父
で
あ
り
、
娘
の
一
人
は
鳥
羽
天
皇
の
乳
母
「
大
納
言
典
侍
」、
も
う
一
人
の
娘
が
当
該
記
事
に
登
場
す
る
鳥
羽
天
皇
の
「
中
宮
」
璋
子
で
あ
る
。
ま
た
、『
日
記
』
に
よ
れ
ば
も
と
も
と
「
二
位
」
は
堀
河
天
皇
の
乳
母
で
あ
っ
た
が
、
鳥
羽
天
皇
の
誕
生
か
ら
そ
の
養
育
に
あ
た
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
母
と
娘
二
人
が
、
天
皇
の
祖
母
、
母
、
妻
の
役
目
を
担
い
、
天
皇
を
取
り
巻
く
「
一
家
」
を
形
成
し
て
い
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
託
宣
の
中
で
は
「
二
位
の
子
孫
を
殺
す
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
、
こ
れ
を
聞
い
た
周
囲
が
「
二
位
」
に
宛
て
て
長
子
の
発
言
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。
当
該
記
事
に
お
い
て
長
子
の
言
動
を
聞
い
た
後
の
二
位
や
中
宮
の
具
体
的
な
反
応
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
、
本
来
直
接
の
当
事
者
で
は
な
い
は
ず
の
白
河
院
が
、
長
子
の
行
動
を
「
邪
気
」
と
し
、
兄
道
経
を
召
し
た
う
え
で
参
内
を
止
め
る
よ
う
に
命
じ
た
。
白
河
院
が
こ
の
よ
う
な
決
断
を
し
た
の
は
、
院
が
こ
の
言
動
を
本
物
の
託
宣
と
受
け
止
め
、
発
言
の
中
に
含
ま
れ
る
不
都
合
な
真
実
が
広
ま
る
こ
と
を
危
惧
し
た
か
、
そ
も
そ
も
「
託
宣
」
自
体
の
信
憑
性
を
疑
問
に
思
い
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
図
を
読
み
取
っ
て
激
怒
し
た
の
か
、
単
純
に
堀
河
天
皇
の
霊
と
称
す
る
こ
と
自
体
が
不
敬
の
極
み
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
発
言
を
繰
り
返
す
人
物
を
天
皇
の
側
近
と
し
て
置
い
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
判
断
な
の
か
、
い
ず
れ
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
言
動
を
繰
り
返
す
人
物
を
天
皇
か
ら
遠
ざ
け
る
と
い
う
の
は
当
然
の
処
置
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
対
し
、
当
事
者
で
あ
る
は
ず
の
鳥
羽
天
皇
の
反
応
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
四
天
皇
と
典
侍
の
絆
堀
河
天
皇
の
崩
御
後
、
当
時
五
歳
で
あ
っ
た
堀
河
天
皇
第
二
皇
子
で
あ
る
鳥
羽
天
皇
の
も
と
へ
出
仕
し
た
長
子
は
、「
堀
河
院
の
乳
母
子
ぞ
か
し
」
と
言
わ
れ
て
不
自
然
さ
の
な
い
外
見
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
前
出
の
二
位
（
弁
三
位
）
と
そ
の
娘
の
大
納
言
典
侍
な
ど
、
鳥
羽
天
皇
に
は
誕
生
直
後
か
ら
付
き
添
っ
て
い
た
乳
母
が
複
数
い
た
が
、
長
子
と
て
乳
母
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
年
齢
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
性
が
背
景
に
あ
る
た
め
か
、
鳥
羽
天
皇
の
長
子
に
対
す
る
信
頼
は
厚
か
っ
た
よ
う
で
、『
長
秋
記
』
の
作
者
は
前
掲
の
記
事
の
中
で
、「
主
上
信
此
女
房
、
申
下
常
閑
談
給
、
若
依
院
宣
彼
女
房
退
出
者
、
主
上
定
不
請
歟
」、
つ
ま
り
「
鳥
羽
天
皇
は
こ
の
女
房
の
こ
と
を
信
じ
て
い
る
か
ら
、
院
の
決
定
を
受
け
入
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
推
察
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
彼
女
の
参
内
を
止
め
よ
う
と
し
た
の
は
「
白
河
院
の
」
判
断
で
－ 60 －
あ
る
。
し
か
し
当
時
鳥
羽
天
皇
は
十
六
歳
、
天
皇
の
位
に
つ
い
て
十
二
年
が
経
つ
。
し
か
も
、
こ
の
託
宣
事
件
は
そ
も
そ
も
中
宮
璋
子
の
懐
妊
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
、
当
時
の
感
覚
で
い
え
ば
鳥
羽
天
皇
は
す
で
に
成
人
と
い
っ
て
い
い
年
齢
で
あ
っ
た
。
自
身
の
中
宮
と
御
子
を
め
ぐ
る
託
宣
で
あ
る
か
ら
、
院
で
は
な
く
鳥
羽
天
皇
こ
そ
事
件
の
当
事
者
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
白
河
院
の
反
応
を
、
白
河
院
と
璋
子
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
関
係
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
、こ
の
事
件
の「
当
事
者
」
は
鳥
羽
天
皇
で
は
な
く
、
院
自
身
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
院
が
前
面
に
出
て
こ
れ
に
対
応
し
、
そ
れ
に
対
し
て
鳥
羽
天
皇
が
「
若
依
中
宮
御
事
不
可
令
参
彼
人
者
、
吾
中
宮
方
不
可
向
者
」、「
長
子
の
処
遇
に
よ
っ
て
は
も
う
中
宮
の
も
と
へ
は
行
か
な
い
」
と
ま
で
言
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
長
子
に
向
け
ら
れ
た
、鳥
羽
天
皇
の
絶
対
的
な
信
頼
は
何
に
起
因
す
る
の
か
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
鳥
羽
天
皇
が
五
歳
で
即
位
し
た
直
後
、
厳
密
に
い
え
ば
堀
河
天
皇
の
生
前
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
二
人
で
あ
る
か
ら
、
乳
母
と
乳
母
子
に
近
い
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、今
回
の
事
例
で
は
、
こ
れ
が
「
典
侍
」
が
起
こ
し
た
「
託
宣
」
事
件
で
あ
る
と
い
う
点
に
も
注
目
し
た
い
。
そ
も
そ
も
神
事
を
務
め
る
女
官
で
あ
り
、「
奏
請
・
宣
伝
」
を
そ
の
職
掌
と
す
る
「
典
侍
」
が
、
自
身
が
仕
え
た
亡
き
天
皇
の
「
御
霊
」
と
称
し
て
託
宣
を
行
う
の
で
あ
る
。
堀
河
天
皇
と
長
子
の
関
係
は
幼
少
の
鳥
羽
天
皇
で
す
ら
「
ほ
も
じ
の
り
も
じ
の
こ
と
」
と
ほ
の
め
か
す
程
度
に
は
知
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
も
ま
た
長
子
の
こ
と
を
信
じ
る
に
足
る
、
あ
る
い
は
信
じ
よ
う
と
す
る
要
素
に
も
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
加
え
て
、
当
該
記
事
に
は
「
於
今
者
可
皇
子
降
誕
之
由
、
参
内
侍
所
朝
暮
所
祈
請
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
内
侍
所
の
霊
力
を
借
り
た
か
の
よ
う
な
発
言
も
残
さ
れ
て
い
る
。
長
年
、
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
来
た
親
密
さ
に
加
え
、
内
侍
所
に
「
朝
暮
」
出
入
り
し
、
祈
る
資
格
を
有
す
る
女
官
の
発
言
で
あ
る
。
し
か
も
実
際
に
皇
子
が
誕
生
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
信
憑
性
は
増
す
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。
『
長
秋
記
』
の
記
述
に
は
「
仍
召
彼
先
和
泉
前
司
道
経
、
邪
気
間
暫
不
可
令
参
内
之
由
、
被
召
仰
云
々
」
と
あ
る
だ
け
で
、
結
果
的
に
長
子
が
ど
の
よ
う
な
処
遇
と
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
参
内
を
禁
止
さ
れ
た
の
は
兄
道
経
の
可
能
性
す
ら
あ
る
。
一
番
の
問
題
は
鳥
羽
天
皇
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
の
か
が
不
明
な
点
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
鳥
羽
天
皇
が
自
ら
の
中
宮
と
皇
子
、
そ
し
て
祖
父
で
あ
り
事
実
上
の
育
て
の
親
と
も
い
う
べ
き
白
河
院
に
背
く
こ
と
に
な
っ
て
も
長
子
の
側
に
付
い
た
こ
と
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
長
子
自
身
へ
の
単
純
な
信
頼
関
係
に
加
え
、「
典
侍
」
の
持
つ
神
秘
性
も
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
内
侍
司
女
官
の
持
つ
「
ハ
レ
」
と
「
ケ
」
の
要
素
が
、こ
の
事
例
に
は
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
介
の
女
房
に
過
ぎ
な
い
女
性
の
発
言
に
、
白
河
院
や
鳥
羽
天
皇
、
中
宮
と
二
位
の
親
子
、
そ
し
て
「
此
事
極
有
故
、
雖
度
々
仰
、
不
出
口
外
、
雖
然
以
件
女
房
被
仰
関
白
了
」
と
あ
る
「
関
白
」（
藤
原
忠
実
、『
日
記
』
に
は
「
大
殿
」
の
呼
称
で
登
場
）
ま
で
、
時
の
権
力
者
一
同
を
巻
き
込
む
事
態
と
な
っ
た
の
は
、
「
霊
」
と
い
う
存
在
自
体
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の
畏
敬
の
念
と
と
も
に
、
内
侍
所
女
官
の
持
つ
巫
女
的
な
要
素
も
影
響
し
、「
女
房
が
託
宣
す
る
」
こ
と
を
受
け
入
れ
る
土
壌
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
な
事
例
が
遡
る
こ
と
十
五
年
、
長
子
の
姉
「
藤
三
位
」
に
も
起
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
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五姉
兼
子
の
夢
想
事
件
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
は
「
日
記
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
、
作
品
全
体
に
長
子
の
取
捨
選
択
意
識
が
大
き
く
働
き
、
す
べ
て
の
事
象
を
記
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
以
前
、『
讃
岐
典
侍
日
記
』
の
記
事
と
公
卿
日
記
等
を
付
き
あ
わ
せ
、
彼
女
が
「
書
か
な
か
っ
た
」
事
象
の
再
構
築
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る()
。
そ
の
際
に
目
を
引
い
た
の
が
、
次
の
事
例
で
あ
る
。
10長
治
元
年
正
月
十
九
日
從
院
有
召
、
巳
時
計
参
内
、
仰
云
、
内
府
亭
御
渡
事
、
依
有
伊
豫
三
位
夢
想
、
猶
可
卜
占
、
陰
陽
師
三
人
被
召
之
處
、
光
平
、
康
長
申
不
吉
之
由
、
家
榮
申
頗
宜
之
由
、
（
）
11
同
正
月
二
十
日
來
廿
三
日
上
皇
、
東
宮
可
還
御
内
府
土
御
門
第
、
而
内
御
乳
母
伊
與
三
位
夢
想
有
不
吉
之
告
者
、
召
陰
陽
師
光
平
、
家
榮
、
康
長
等
於
院
有
御
卜
、
申
不
快
之
由
者
、
忽
被
停
止
了
（
）
12
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
正
月
十
九
日
の
記
事
に
「
内
府
亭
御
渡
り
の
事
、
伊
豫
三
位
夢
想
有
る
に
依
り
て
、
猶
卜
占
す
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
堀
河
天
皇
在
位
中
の
長
治
元
年
、
白
河
院
は
孫
の
東
宮
（
後
の
鳥
羽
天
皇
）
と
と
も
に
、
内
大
臣
藤
原
雅
実
の
屋
敷
で
あ
っ
た
土
御
門
邸
に
遷
御
す
る
予
定
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
記
事
と
続
く
翌
二
十
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
そ
れ
が
「
伊
豫
（
與
）
三
位
」
と
い
う
女
房
の
夢
見
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
渡
御
予
定
日
の
わ
ず
か
三
日
前
の
急
な
中
止
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
土
御
門
第
に
遷
御
で
き
た
の
は
半
年
以
上
経
っ
た
七
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
遷
御
は
前
年
の
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
十
一
月
二
十
四
日
の
時
点
で
す
で
に
話
が
出
て
い
た
。
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
年
を
越
え
た
長
治
元
年
正
月
十
九
日
に
な
っ
て
、「
伊
豫
（
與
）
三
位
」
の
不
吉
な
夢
想
を
聞
い
た
白
河
院
が
陰
陽
師
を
三
名
も
呼
び
出
し
占
い
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
結
果
が
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
取
り
や
め
に
な
っ
た
と
い
う
。
一
女
房
に
過
ぎ
な
い
「
伊
豫
（
與
）
三
位
」
の
夢
見
が
、
院
と
東
宮
、
内
大
臣
の
行
動
を
規
制
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
伊
豫
（
與
）
三
位
」
こ
そ
、
藤
原
長
子
の
姉
・
兼
子
で
あ
り
、『
日
記
』
に
は
「
藤
三
位
」
の
呼
び
名
で
登
場
す
る
堀
河
天
皇
の
乳
母
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
彼
女
が
あ
く
ま
で
「
堀
河
天
皇
の
」
乳
母
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
夢
見
が
白
河
院
と
東
宮
の
御
所
遷
御
に
ま
で
影
響
し
て
い
る
と
い
う
点
だ
。東
宮
の
生
母
で
あ
る
堀
河
天
皇
の
女
御
茨
子
は
、
東
宮
を
出
産
後
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
祖
父
の
白
河
院
が
東
宮
の
養
育
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、
当
該
記
事
に
あ
る
よ
う
な
院
と
東
宮
二
人
で
の
遷
御
は
決
し
て
特
殊
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
遷
御
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
院
と
東
宮
の
遷
御
と
な
れ
ば
迎
え
る
側
の
準
備
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
一
人
の
女
房
の
夢
想
と
卜
占
結
果
で
取
り
や
め
に
な
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
現
代
の
感
覚
か
ら
す
る
と
「
夢
」
の
比
重
の
大
き
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
兼
子
の
発
言
力
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
「
伊
豫
（
與
）
三
位
」
兼
子
は
堀
河
天
皇
の
乳
母
、
一
方
の
妹
長
子
は
堀
河
天
皇
の
乳
母
子
と
思
わ
れ
て
お
か
し
く
な
い
程
度
の
年
齢
で
あ
っ
た
と
い
う
か
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ら
、
両
者
は
異
母
姉
妹
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
二
人
の
生
家
は
藤
原
道
綱
に
遡
る
家
系
で
、
父
親
で
あ
る
藤
原
顕
綱
は
「
讃
岐
入
道
」
と
し
て
知
ら
れ
る
歌
人
、
そ
の
母
は
白
河
院
の
祖
母
禎
子
内
親
王
の
乳
母
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
顕
綱
の
妻
で
兼
子
の
母
に
擬
せ
ら
れ
る
女
性
の
父
、
す
な
わ
ち
兼
子
の
外
祖
父
は
、
後
三
条
天
皇
の
東
宮
大
進
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
顕
綱
家
は
か
な
り
皇
室
に
親
密
な
家
柄
だ
っ
た
。
兼
子
・
長
子
姉
妹
の
兄
弟
に
あ
た
る
有
佐
が
後
三
条
天
皇
の
落
胤
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
結
び
つ
き
は
深
か
っ
た
。
当
時
、
姉
妹
で
同
じ
主
人
に
仕
え
る
こ
と
は
珍
し
く
は
な
か
っ
た
が
、
天
皇
の
乳
母
と
も
な
れ
ば
、
顕
綱
家
と
同
等
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
格
の
家
が
そ
の
座
を
狙
っ
て
い
た
。
そ
の
中
か
ら
二
人
連
続
で
天
皇
の
側
近
と
し
て
宮
中
に
送
り
こ
み
、
な
お
か
つ
堀
河
天
皇
崩
御
後
、
長
子
は
鳥
羽
天
皇
の
も
と
に
も
出
仕
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
堀
河
・
鳥
羽
両
天
皇
の
人
事
権
を
掌
握
し
て
い
た
白
河
院
の
顕
綱
家
に
対
す
る
信
頼
の
度
合
い
が
う
か
が
え
る
。
異
母
弟
と
の
後
継
問
題
や
第
一
皇
子
の
夭
折
な
ど
が
重
な
り
、
白
河
院
に
と
っ
て
堀
河
天
皇
は
待
望
の
男
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
の
白
河
院
の
お
眼
鏡
に
適
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
院
の
兼
子
に
対
す
る
信
頼
は
絶
大
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
当
該
事
例
の
当
時
、
在
位
中
の
堀
河
天
皇
と
、
白
河
院
と
東
宮
の
二
人
は
御
所
を
別
に
し
て
お
り
、
堀
河
天
皇
付
き
の
兼
子
の
夢
見
が
ど
の
よ
う
な
形
で
白
河
院
の
も
の
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
御
所
を
異
に
し
な
が
ら
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
白
河
院
と
兼
子
の
パ
イ
プ
の
太
さ
、
信
頼
関
係
の
深
さ
が
十
分
に
想
像
で
き
る
が
、
そ
の
兼
子
の
夢
見
で
あ
る
か
ら
こ
そ
白
河
院
は
真
摯
に
受
け
止
め
、決
断
を
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
兼
子
の
「
典
侍
」
と
い
う
立
場
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
兼
子
の
夢
見
を
重
要
視
し
た
か
ら
こ
そ
、
院
は
陰
陽
師
を
三
名
も
召
し
出
し
、
そ
の
吉
凶
を
占
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
兼
子
夢
想
事
件
」
か
ら
十
五
年
が
経
過
し
、
起
き
た
の
が
前
掲
の
託
宣
事
件
で
あ
る
。
長
子
の
騒
動
が
耳
に
入
っ
た
と
き
、
白
河
院
は
兼
子
の
一
件
を
思
い
出
し
た
だ
ろ
う
か
。
白
河
院
が
兼
子
の
夢
想
を
真
摯
に
受
け
止
め
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、長
子
の
託
宣
に
つ
い
て
も
信
じ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
院
も
当
時
の
人
々
と
同
程
度
に
は
「
夢
想
」「
託
宣
」
な
ど
の
存
在
を
受
け
入
れ
て
い
た
は
ず
で
、
長
子
の
件
だ
け
を
頭
か
ら
否
定
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
長
子
自
身
、
兼
子
の
夢
想
事
件
の
当
時
は
す
で
に
堀
河
天
皇
の
も
と
に
出
仕
し
て
い
た
た
め
、
姉
が
起
こ
し
た
事
件
は
認
知
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
長
子
が
託
宣
事
件
を
起
こ
し
た
時
点
で
、
長
子
本
人
と
白
河
院
、
二
位
と
関
白
忠
実
、
そ
し
て
周
囲
の
多
く
の
人
々
が
兼
子
の
夢
想
事
件
を
知
っ
て
い
た
。
長
子
自
身
が
姉
の
一
件
を
利
用
し
た
の
か
、
白
河
院
が
兼
子
の
件
を
意
識
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
白
河
院
が
こ
の
二
つ
の
事
例
を
結
び
付
け
、
そ
こ
に
姉
妹
の
持
つ
巫
女
的
要
素
を
見
出
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。こ
の
よ
う
に
、兼
子
の
一
件
を
知
っ
た
う
え
で
長
子
の
託
宣
事
件
を
見
る
と
、
彼
女
の
発
言
に
対
す
る
周
囲
の
反
応
が
決
し
て
特
異
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
二
つ
の
事
件
が
彼
女
た
ち
の
演
技
や
演
出
に
よ
る
意
図
的
な
も
の
な
の
か
、
ま
さ
に
「
精
神
世
界
」
に
属
す
る
こ
と
な
の
か
は
断
言
で
き
な
い
が
、
奇
し
く
も
姉
妹
で
、
乳
母
、
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
立
場
、
そ
し
て
「
内
侍
司
の
女
官
」
で
あ
る
二
人
の
典
侍
の
発
言
が
、
白
河
院
と
い
う
絶
対
権
力
者
を
動
か
し
た
こ
と
だ
け
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
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六
「
内
侍
司
女
官
」
研
究
の
今
後
最
後
に
も
う
一
つ
、
乳
母
と
天
皇
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
示
す
事
例
を
挙
げ
て
お
く
。
康
和
三
年
（
一
一
〇
一
）
五
月
十
六
日
、
堀
河
天
皇
の
生
前
で
長
子
も
す
で
に
出
仕
を
開
始
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
時
期
、
白
河
院
の
命
令
に
よ
り
兼
子
の
女
房
と
侍
が
捕
ら
え
ら
れ
た
。
そ
の
様
子
を
藤
原
宗
忠
と
関
白
藤
原
忠
実
が
各
々
の
日
記
に
残
し
て
い
る
。
康
和
三
年
五
月
十
三
日
（『
中
右
記
』）
伊
與
三
位
宅
、
從
院
追
捕
、
（
）
13
康
和
三
年
五
月
十
六
日
（『
殿
暦
』）
今
日
依
院
事
、
伊
與
三
位
家
女
房
一
人
幷
侍
一
人
自
院
被
搦
云
々
、
検
非
違
使
實
盛
承
之
、
然
間
内
院
御
中
大
不
快
也
、
仍
内
籠
御
夜
大
殿
、
仍
入
夜
参
内
、
卽
退
出
（
）
14
康
和
三
年
五
月
十
七
日
（『
殿
暦
』）
戌
刻
許
参
内
、
猶
御
夜
大
殿
（
）
15
直
接
の
罪
状
は
不
明
だ
が
、
注
意
す
べ
き
は
「
伊
與
三
位
家
女
房
一
人
幷
侍
一
人
」
と
あ
る
点
だ
ろ
う
。
兼
子
に
は
実
の
叔
父
に
あ
た
る
夫
と
、『
日
記
』
に
も
登
場
す
る
「
加
賀
守
」
敦
兼
な
ど
の
子
ど
も
が
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
伊
與
三
位
家
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
兼
子
の
社
会
的
地
位
が
表
れ
て
い
る
が()
、
問
題
は
そ
の
処
罰
を
決
定
し
た
の
が
当
時
二
十
三
歳
の
堀
河
天
皇
16
で
は
な
く
、
こ
こ
で
も
父
の
白
河
院
で
あ
っ
た
点
だ
。
天
皇
で
あ
り
、
か
つ
兼
子
の
主
人
と
い
う
べ
き
堀
河
天
皇
は
、
そ
の
処
遇
を
巡
っ
て
白
河
院
と
対
立
、
「
内
院
御
中
大
不
快
也
、
仍
内
籠
夜
御
殿
」
と
い
う
事
態
に
発
展
し
、
堀
河
天
皇
は
自
分
の
乳
母
を
守
る
た
め
二
日
間
も
籠
城
を
決
め
込
ん
だ
と
い
う
。
し
か
も
、『
中
右
記
』
の
十
三
日
の
条
に
追
捕
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
の
籠
城
は
十
三
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
直
接
兼
子
に
危
害
が
及
ぶ
わ
け
で
は
な
い
が
、
検
非
違
使
と
い
う
下
臈
に
自
宅
を
汚
さ
れ
る
こ
と
は
一
大
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
兼
子
の
心
情
を
汲
ん
で
か
、
そ
も
そ
も
罪
状
自
体
に
不
満
が
あ
っ
た
の
か
、
天
皇
は
父
院
と
対
立
、
天
岩
戸
の
ご
と
く
夜
大
殿
に
籠
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
前
述
の
「
託
宣
事
件
」
を
考
え
て
み
る
と
、
長
子
は
鳥
羽
天
皇
の
乳
母
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、幼
い
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
女
性
で
あ
る
。「
院
の
裁
定
か
ら
乳
母
を
守
る
」、
ま
た
は
「
守
ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
構
図
も
、
兼
子
の
こ
の
事
件
と
長
子
の
託
宣
事
件
と
は
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
主
人
筋
か
ら
の
絶
対
的
な
信
頼
関
係
と
、「
内
侍
司
女
官
」
で
あ
る
彼
女
た
ち
の
こ
と
ば
や
立
場
の
重
み
も
大
い
に
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。以
上
、
兼
子
と
長
子
姉
妹
が
引
き
起
こ
し
た
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
前
掲
の
三
つ
の
事
例
を
時
系
列
に
並
べ
る
と
、「
兼
子
女
房
追
捕
事
件
」「
兼
子
夢
想
事
件
」「
長
子
託
宣
事
件
」
の
順
と
な
る
。
直
接
の
因
果
関
係
は
不
明
な
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
事
象
を
積
み
重
ね
か
ら
当
時
の
天
皇
と
乳
母
の
関
係
、
そ
し
て
女
房
の
夢
見
や
託
宣
を
受
け
入
れ
る
土
壌
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
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「
夢
」
や
「
託
宣
」
と
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
現
実
と
の
境
目
が
希
薄
で
あ
っ
た
当
時
、
そ
れ
は
現
実
の
延
長
で
あ
り
、
未
来
へ
の
予
兆
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
天
皇
を
取
り
巻
く
よ
う
に
存
在
す
る
内
侍
司
女
官
た
ち
は
、
神
事
に
奉
仕
す
る
と
い
う
職
掌
か
ら
は
巫
女
性
を
、
天
皇
へ
の
日
常
的
な
近
侍
と
い
う
関
係
か
ら
は
、
乳
母
は
親
、
乳
母
子
は
兄
弟
姉
妹
、
あ
る
い
は
長
子
の
よ
う
に
愛
妾
と
い
う
要
素
も
加
わ
り
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
天
皇
に
と
っ
て
は
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
。
后
妃
の
も
と
へ
す
ら
「
渡
る
」、
ま
た
は
后
妃
か
ら
「
参
上
す
る
」
形
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
天
皇
の
日
常
は
女
官
た
ち
と
と
も
に
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
天
皇
と
内
侍
司
女
官
た
ち
は
一
種
の
疑
似
家
族
を
構
成
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
よ
っ
て
、
当
時
の
慣
習
か
ら
も
「
典
侍
」
た
ち
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
彼
女
た
ち
の
夢
想
や
託
宣
と
い
っ
た
非
現
実
的
な
発
言
が
い
と
も
簡
単
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
け
の
土
壌
が
、
当
時
の
日
常
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
内
侍
司
女
官
の
神
秘
性
や
、
彼
女
た
ち
の
巫
女
的
な
存
在
と
し
て
の
在
り
方
は
、
ま
だ
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
。
内
侍
司
女
官
と
い
え
ば
、
ど
う
し
て
も
長
官
の
「
尚
侍
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
物
語
や
日
記
で
活
躍
す
る
女
官
の
多
く
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
「
典
侍
」
ま
た
は
そ
の
下
の
「
掌
侍
（
内
侍
）」
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
が
宮
廷
内
部
で
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
神
事
と
日
常
、「
ハ
レ
」
と
「
ケ
」
の
区
切
り
を
ど
の
よ
う
に
つ
け
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
、
乳
母
は
な
ぜ
「
典
侍
」
止
ま
り
で
あ
り
「
尚
侍
」
に
な
れ
な
か
っ
た
か
な
ど
、
解
明
す
べ
き
点
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
今
回
の
事
例
の
よ
う
に
、
内
侍
司
の
女
官
は
「
女
官
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
紫
式
部
や
清
少
納
言
の
よ
う
な
「
み
や
の
女
房
」
に
比
べ
格
段
に
多
く
の
公
的
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
文
学
作
品
の
表
面
に
現
れ
て
い
る
こ
と
以
外
の
彼
女
た
ち
の
実
態
を
、
文
学
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
諸
記
録
な
ど
の
検
証
を
重
ね
る
こ
と
で
今
後
も
解
明
し
て
い
き
た
い
。
【
註
】
(1
)ま
だ
い
と
若
く
お
は
し
ま
し
け
る
時
、「
夢
に
、
朱
雀
門
の
前
に
、
左
右
の
足
を
西
東
の
大
宮
に
さ
し
や
り
て
、
北
向
き
に
て
内
裏
を
抱
き
て
立
て
り
と
な
む
見
え
つ
る
」
と
仰
せ
ら
れ
け
る
を
、
御
前
に
な
ま
さ
か
し
き
女
房
の
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
が
、「
い
か
に
御
股
痛
く
お
は
し
ま
し
つ
ら
む
」
と
申
し
た
り
け
る
に
、
御
夢
違
ひ
て
、
か
く
子
孫
は
栄
え
さ
せ
た
ま
へ
ど
、
摂
政
・
関
白
え
し
お
は
し
ま
さ
ず
な
り
に
し
な
り
。
ま
た
御
末
に
思
は
ず
な
る
こ
と
の
う
ち
ま
じ
り
、
帥
殿
の
御
こ
と
な
ど
も
、
か
れ
が
違
ひ
た
る
ゆ
ゑ
に
は
べ
る
め
り
。「
い
み
じ
き
吉
相
の
夢
も
あ
し
ざ
ま
に
あ
は
せ
つ
れ
ば
違
ふ
」
と
、
昔
よ
り
申
し
伝
へ
て
は
べ
る
こ
と
な
り
。
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
大
鏡
』
一
六
八
頁
小
学
館
一
九
九
六
年
六
月
）
(2
)伴
大
納
言
は
本
は
佐
渡
国
の
百
姓
な
り
。
か
の
国
の
郡
司
に
従
ひ
て
ぞ
侍
り
け
る
。
そ
れ
に
、
か
の
国
に
て
、
善
男
夢
に
見
る
や
う
、
西
の
大
寺
と
東
の
大
寺
と
に
跨
が
り
て
立
ち
た
り
つ
と
見
て
、
妻
の
女
に
こ
の
由
を
語
る
。
妻
の
女
の
云
は
く
、「
見
る
と
こ
ろ
の
夢
は
胯
こ
そ
は
裂
か
れ
め
」
と
合
は
す
る
に
、
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
江
談
抄
中
外
抄
富
家
語
』
七
四
頁
岩
波
書
店
一
九
九
七
年
六
月
）
(3
)昔
、
備
中
国
に
郡
司
あ
り
け
り
。
そ
れ
が
子
に
ひ
き
の
ま
き
人
と
い
ふ
人
あ
り
け
り
。
若
き
男
に
て
あ
り
け
る
時
、
夢
を
見
た
り
け
れ
ば
、
あ
は
せ
さ
せ
ん
と
て
、
夢
解
き
の
女
の
も
と
に
行
き
て
、
夢
あ
は
せ
て
後
、
（
新
日
本
古
典
文
学
全
集
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
四
〇
四
頁
小
学
館
一
九
九
六
年
七
月
）
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(4
)そ
の
こ
ろ
、
高
麗
人
の
参
れ
る
中
に
、
か
し
こ
き
相
人
あ
り
け
る
を
聞
こ
し
め
し
て
、
宮
の
内
に
召
さ
む
こ
と
は
宇
多
帝
の
御
誡
あ
れ
ば
、
い
み
じ
う
忍
ひ
て
こ
の
皇
子
を
鴻
臚
館
に
遣
は
し
た
り
。
御
後
見
だ
ち
て
仕
う
ま
つ
る
右
大
弁
の
子
の
や
う
に
思
は
せ
て
率
て
た
て
ま
つ
る
に
、
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集『
源
氏
物
語
①
』三
九
頁
小
学
館
一
九
九
四
年
三
月
）
こ
こ
で
は
「
相
人
」
と
あ
る
だ
け
で
男
女
の
別
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
高
麗
か
ら
来
た
使
節
団
の
一
員
で
あ
れ
ば
男
性
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
直
後
に
「
倭
相
に
仰
せ
て
」
と
あ
り
、
高
麗
人
と
は
別
に
、
日
本
人
で
観
相
を
行
う
人
物
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
(5
)尚
侍
の
任
命
は
藤
原
眞
子
（
一
〇
一
六
〜
一
〇
八
八
）
を
以
て
終
了
し
、
堀
河
天
皇
の
時
代
以
降
は
事
実
上
不
在
で
あ
っ
た
。
(6
)拙
稿
「『
讃
岐
典
侍
日
記
』
│
「
隠
さ
れ
る
典
侍
」
と
「
さ
ら
さ
れ
る
典
侍
」
│
」『
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
文
学
研
究
科
編
』
第
二
八
号
一
九
九
八
年
三
月
(7
)「
今
は
役
あ
ら
じ
。
た
だ
駆
り
移
せ
よ
」
と
お
ほ
せ
ら
れ
出
で
た
れ
ば
、
も
の
つ
く
者
な
ど
召
し
て
ゐ
て
参
り
、
移
さ
る
る
お
び
た
だ
し
さ
は
、
お
し
は
か
る
べ
し
。
移
り
て
、
そ
の
こ
と
と
は
い
は
で
か
は
め
き
の
の
し
る
さ
ま
、
い
と
お
そ
ろ
し
。
（
三
九
四
頁
）
御
物
の
怪
あ
ら
は
れ
て
、
隆
僧
正
、
来
豪
な
ど
、
名
の
り
の
の
し
る
人
、
あ
ら
は
れ
さ
せ
た
ま
う
て
、「
一
年
の
行
幸
の
の
ち
、
ま
た
見
ま
ゐ
ら
せ
ば
や
と
、
ゆ
か
し
く
思
ひ
ま
ゐ
ら
す
る
に
、
そ
の
徳
な
け
れ
ば
、
お
ど
ろ
か
し
ま
ゐ
ら
す
る
ぞ
」
と
い
ふ
を
聞
か
せ
ま
た
ひ
て
、
（
四
〇
七
頁
）
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
和
泉
式
部
日
記
紫
式
部
日
記
更
級
日
記
讃
岐
典
侍
日
記
』）
(8
)主
な
も
の
と
し
て
、
松
本
寧
至
「
讃
岐
典
侍
の
性
格
│
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
と
『
長
秋
記
』
│
」『
群
馬
女
子
短
期
大
学
紀
要
創
刊
号
』
一
九
七
二
年
一
一
月
森
田
兼
吉
「『
長
秋
記
』
に
見
え
る
藤
原
長
子
の
言
動
│
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
の
作
者
の
そ
の
後
」
輔
仁
大
学
外
語
学
院
日
本
語
文
学
系
一
九
九
四
年
六
月
な
ど
に
詳
細
な
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
(9
)源
師
時
『
長
秋
記
』
元
永
二
年
八
月
二
十
三
日
の
条
。
な
お
、
以
下
の
訓
読
は
史
料
大
成
を
底
本
と
し
、
前
掲
注
八
の
論
文
を
参
考
に
、
極
力
本
文
に
忠
実
に
読
み
下
し
を
試
み
た
。
文
意
不
明
箇
所
、
訓
読
法
が
不
明
な
も
の
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
読
み
進
め
た
。
伊
予
守
語
り
て
云
は
く
、
内
裏
に
候
ふ
故
讃
岐
前
司
顕
綱
姫
、﹇
字
讃
岐
前
典
侍
、﹈
此
の
間
先
朝
御
霊
と
称
し
﹇
堀
川
院
、﹈
□
々
雑
事
を
奏
し
、
已
に
大
事
に
及
ぶ
、
仍
り
て
彼
の
兄
先
の
和
泉
前
司
道
経
、
邪
気
の
間
暫
く
参
内
せ
し
む
べ
か
ら
ざ
る
の
由
、
召
し
仰
せ
ら
る
云
々
、
是
れ
上
皇
の
御
気
色
な
り
、
僧
正
に
向
か
ひ
て
此
の
事
を
談
ず
る
所
の
次
い
で
に
示
さ
れ
て
云
は
く
、
讃
岐
典
侍
去
年
の
秋
よ
り
時
々
前
朝
御
霊
□
の
由
と
称
し
、
吾
当
今
を
守
護
し
奉
る
為
に
、
常
に
内
裏
に
有
り
、
而
し
て
此
の
間
中
宮
の
御
方
に
在
り
、
是
れ
暫
く
の
懐
妊
な
り
て
へ
り
。
其
の
後
御
懐
妊
の
事
有
り
、
又
此
の
春
比
の
御
懐
妊
の
事
に
於
い
て
、
已
に
障
碍
を
申
し
入
れ
、
今
に
於
い
て
は
皇
子
降
誕
す
べ
き
の
由
、
内
侍
所
に
朝
暮
参
り
て
祈
請
す
る
所
な
り
、
其
の
事
已
に
叶
う
べ
し
、
禁
中
の
人
々
感
悦
す
べ
し
て
へ
り
、
其
の
後
果
た
し
て
然
り
、
此
の
ご
と
き
事
信
ず
る
べ
か
ら
ざ
る
と
雖
も
、
今
日
其
の
実
あ
り
、
仍
り
て
主
上
よ
り
始
め
奉
り
て
信
仰
の
間
、
去
る
比
又
称
し
て
云
は
く
、
吾
は
先
朝
の
霊
な
り
、
度
々
此
の
人
に
託
し
て
奏
せ
し
む
る
旨
実
有
り
、
裏
依
り
此
の
女
房
に
申
さ
し
む
る
所
な
り
、
此
の
賞
に
於
い
て
は
女
房
の
申
し
請
ふ
と
こ
ろ
に
随
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ひ
行
は
る
る
べ
き
な
り
、
然
ら
ず
ん
ば
怨
心
を
結
び
悪
事
を
成
す
べ
し
て
へ
り
、
甚
だ
望
む
所
は
何
ぞ
て
へ
れ
ば
、
兄
道
経
を
以
て
近
江
守
に
任
ぜ
ら
る
べ
し
、
吾
又
焼
亡
の
後
居
所
無
し
、
後
院
領
内
に
宅
を
造
り
て
賜
は
る
べ
し
て
へ
り
、
此
の
事
私
有
る
に
依
り
て
聞
く
か
、
信
ぜ
ざ
る
に
仍
り
て
弥
給
□
云
は
く
此
の
事
裁
許
無
く
ん
ば
其
れ
二
位
│
鳥
な
り
、
悪
霊
と
成
り
て
子
孫
執
り
殺
す
べ
き
な
り
て
へ
り
、
此
の
由
書
状
を
以
て
二
位
に
示
し
、
上
皇
に
披
覧
は
し
む
云
々
、
主
上
此
の
女
房
を
信
じ
、
申
し
下
し
常
に
閑
談
し
給
ふ
、
若
し
院
宣
に
依
り
、
彼
の
女
房
退
出
せ
ば
、
主
上
定
め
て
請
け
ざ
る
か
、
就
中
件
の
人
を
以
て
吾
共
に
饗
応
す
べ
し
と
仰
せ
ら
る
、
若
し
中
宮
の
御
事
に
依
り
、
彼
の
人
参
ら
せ
し
む
べ
か
ら
ず
ん
ば
、
吾
中
宮
の
方
に
向
か
ふ
べ
か
ら
ず
て
へ
り
、
此
の
事
極
め
て
故
有
り
、
度
々
仰
□
と
雖
も
、
口
外
に
出
だ
さ
ず
、
然
り
と
雖
も
件
の
女
房
を
以
て
関
白
に
仰
せ
ら
れ
了
は
ん
ぬ
、
又
中
宮
の
御
方
此
の
事
風
聞
せ
ら
る
云
々
、
但
し
餘
人
言
ふ
莫
れ
言
ふ
莫
れ
、
(
)拙
稿
「『
讃
岐
典
侍
日
記
』
│
堀
河
天
皇
崩
御
前
夜
│
」『
洗
足
論
叢
』
第
三
六
号
二
10
〇
〇
八
年
三
月
拙
稿
「『
讃
岐
典
侍
日
記
』
│
非
描
出
事
象
の
考
察
│
」『
洗
足
論
叢
』
第
三
九
号
二
〇
一
一
年
三
月
(
)藤
原
宗
忠
『
中
右
記
』
長
治
元
年
正
月
十
九
日
の
条
。
以
下
、
漢
文
日
記
の
引
用
に
は
11
試
み
に
読
み
下
し
た
も
の
を
示
す
。
院
よ
り
お
召
し
有
り
て
、
巳
の
時
ば
か
り
参
内
、
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く
、
内
府
亭
御
渡
り
の
事
、
伊
豫
三
位
夢
想
有
る
に
依
り
て
、
猶
卜
占
す
べ
し
、
陰
陽
師
三
人
召
さ
る
る
の
處
、
光
平
、
康
長
不
吉
の
由
申
し
、
家
榮
頗
ぶ
る
宜
し
き
の
由
申
す
、
(
)注
十
一
同
掲
書
長
治
元
年
正
月
二
十
日
の
条
。
12
來
た
る
二
十
三
日
に
上
皇
、
東
宮
と
内
府
土
御
門
第
に
還
御
す
べ
し
、
而
る
に
内
の
御
乳
母
伊
與
三
位
の
夢
想
に
不
吉
の
告
有
り
て
へ
り
、
陰
陽
師
光
平
、
家
榮
、
康
長
等
召
し
院
に
於
い
て
御
卜
有
り
、
不
快
の
由
申
せ
ば
、
忽
ち
停
止
せ
ら
れ
了
は
ん
ぬ
、
(
)藤
原
宗
忠
『
中
右
記
』
康
和
三
年
五
月
一
三
日
の
条
。
13
伊
與
三
位
宅
、
院
に
從
り
て
追
捕
せ
ら
る
、
(
)藤
原
忠
実
『
殿
暦
』
康
和
三
年
五
月
十
六
日
の
条
。
14
今
日
院
事
に
依
り
、
伊
與
三
位
家
女
房
一
人
並
び
に
侍
一
人
院
に
よ
り
搦
め
ら
る
云
々
、
検
非
違
使
實
盛
之
を
承
る
、
然
る
間
内
院
御
中
大
い
に
不
快
な
り
、
仍
り
て
内
夜
御
殿
に
籠
り
御
は
し
ま
す
、
依
り
て
夜
に
入
り
て
参
内
、
卽
退
出
、
(
)注
一
四
同
掲
書
五
月
十
七
日
の
条
。
15
戌
刻
許
参
内
、
猶
夜
御
殿
に
御
は
し
ま
す
、
(
)も
っ
と
も
、
一
般
に
兼
子
ほ
ど
の
社
会
的
地
位
の
あ
っ
た
女
性
で
あ
れ
ば
自
分
用
の
16
別
宅
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
（
お
お
た
た
ま
き
群
馬
工
業
高
等
学
校
一
般
教
科
講
師
）
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